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森林 由来の 地 下水 は 富栄 養化 を引 き起 こ す硝酸 態窒素 （NO ，

一一N）

と温 室効 果ガ ス で あ る 亜 酸化窒素 （N20 ）の 発生 源 で あ るが、発 生

量 を左 右 す る脱 窒 微生 物 の 群 集構成は 明 ら か に され て い ない 。滋 賀

県大 津 市 ヒ ノキ ・マ ツ 混 交 林集水域 の 地 下水帯の 脱窒活性 と、活性

を担 う細 菌群 集構 成 の 解析 を試み た 。 集水域末端地点の 取水深度が

地表 か ら130cmお よ び250cmの 採水 井戸 か ら 地下水 を採取 した。
250cm地下 水の DO （0．23−2．94mg　Q2／L）は、130cm 地 r水 の DO

（2．15−9．19mgO2 ／L） よ り低 い 傾 向 があ り、酸化 還元条件 に 違い が

ある こ とが示唆 さ れ た。地 下 水 試 料 に
15N

標 識 したNO ・

一
を 試料中 と

同 じレ ベ ル の 濃度 （50μM ）で添 加後、嫌気条件 にて 培養 した。ISN

標識 されたN2お よびNuOの 生成 をGC 〆MS に よ っ て 経時的 に 定量 し、
脱窒活性 を測 定 した。地 下水 帯 か らtotal　community 　DNA を抽出 し、
亜 硝酸還元酵素遺伝

．
了 ／airK、　 n17S ）の ク ロ

ー
ニ ン グーシーケ ン ス 解

析 を行 い 、脱窒細菌群 集の 構 成を調 べ た。脱 窒 活性 は13Gcmよ りも
250cmの 地下水 におい て 高 く、しか も産物 は専 らN2で あ っ た。一

方、
130cm の 地下水 の 脱窒 で は N20 の 蓄積が し ば しば み られ た。さ らに 、
NO とみ られ る ピーク も検 出 され、現 在確 認 中 で あ る。こ の 結 果 は、
NO3

一
お よびNzO の 濃 度 と 同位体比 か ら環境 条 件 と 脱 窒 を関 連 づ け

た先 行 研 究 と併 せ て 、浅い 地
．．
［
；
．
水帯 よ りも深 い 地 下水帯で N2までの

脱 窒 が 活発に 起 こ り、集水域 か らの NO3
．國
流 出とN20放出 を減少 さ

せ る場 とな っ て い る 可 能性 を 示唆す る 。 さ ら に、優 占OTU は 同
一

の 地 点 にお け る130cmと250cmの 問で
一

様で な く、脱窒の 中 間産 物

の 蓄 積 が、環 境 条 件 だ け で な く、現存する 脱窒細菌群集構成 の 違い

に よる 可 能性も示唆 さ れ た 。
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ヒ素は 水田土 壌 中で 主 に ヒ 酸 と して 存在 し、フ ェ リハ イ ドラ イ トな

ど の 鉄 鉱物 に 吸 着す る 。湛水 に よ りEh が 低 下 す る と 、ヒ 酸 や 鉄還

元 細 菌 な どの 作 用 に よ りヒ 酸は亜 ヒ 酸 に 還元 され 可 溶化す る。日本

で は農 作 物 か らの ヒ 素 の 摂 取 にお い て 米の 寄与が 大 きい 。本研 究で

は 、国 内水 田土 壌 よ りヒ 酸還元 細菌 を初め て 分離す る こ と を試み た。
3種の 土 壌 よ り酢酸 を電 子 供 与体 と した嫌気集積系 を作製 し、複数

回 の 植 え継 ぎ後、ア ガ
ー

シェイ ク法 に よ り3株 （OR −1株、　 SHIMR −1
株、PSR −1株 ）の ヒ 酸 還 元細 菌 の 分 離 に 成 功 し た。16S　rRNA 遺伝

子 に 基 づ く系 統 解 析 の 結 果、こ れ ら3株 は そ れ ぞ れ（；eobacte
−

peiophi7us と 98 ％、1フesuffi
’
tobactθrium 　hathieη se と 98 ％、

Anaeron？yrobacter 　dehfilogenafisと99％ の 相 同性 を示 し た 。こ れ ら

菌 株 の 生 育 は ヒ 酸 の 還 元 と共 役 して お り、CH3COO
．
＋2HAsO42 ’

＋2H2AsO ・．＋5H＋→4H ・AsO ・＋2HCO ：

．
に従 っ た ヒ 酸 呼吸 を行 うと推察

され た。電子受容体 として は ヒ 酸の 他に硝酸や 鉄の 利用能 も確認 さ

れた 。 0 θ3α癬 o加 o加茘   属細菌 に よ る ヒ酸還 元 に 関 して は 過去 に

報告が あるが、Annervmμmobacter 属 につ い て は本研究が 初め て で

あ る 。また、Geobacter属細菌 は東 ア ジ ア地 域 の 堆 積物 中 か らの ヒ

素溶 出 に 関与する と考 えられ て い る が、こ れ まで ヒ 酸還元 能を有す
る菌株の 分離例 は なか っ た。OR・1株 に は ヒ 酸還 元酵素遺 伝子 （arrA ）
の 存在 も確認 され たた め、今後微 生物 に よ る ヒ 素溶出メ カ ニ ズ ム の

解明 に向 けて 重 要なモ デ ル 生物 に な り得 る と 考え られ る。本 研 究 は

農林 水 産 省 か らの 受 託 事業 「生 産 ・流通 ・加工 工 程 に お け る体 系 的

な危 害 要 因 の 特 性 解 明 と リ ス ク低 減技 術 の 開 発 （ヒ 素 ・カ ド ミ ）
AC −llOO」 の

一
環 と して 実施 され た もの で あ る。
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【目的 】硫化 カル ボ ニ ル （以 下 COS ）は 大 気中に 約500　pptv の 濃度
で 存在す る 気体状 微 量 硫 黄 成 分 で 、成 層 圈 の 硫 酸 エ ア ロ ゾル 層の 起

源物質の 一
つ で あ り、COS 発 生 源 の 調 査 が 気候 変動予測の 観点か ら

重要で あ る 。 微生物 に よ るCOS 生成経路 と して は、チ オ シ ア ネ
ー

ト

（以
．
ドSCN ）加水分解酵 素 （EC 　3．5．5，8） に よ る もの が 明 らか に な っ

て い るが、SGN は ア ブ ラ ナ 科植物の 体内で SCN 配糖 体 と して 存在 す

る こ とか ら、SCN 配糖 体 の 分 解が COS 発生 源 とな り得る か に つ い て

調 べ て きた。そ の結果SCN 配糖体の
一
種 で ある シ ニ グ リ ン か らCOS

を生 成 す るSiPhonobacter　sp，　THI313株 が 分 離 され た。今 回 は

THI313株 が辛味 ダ イ コ ン 由来 の SCN 配糖体 か らCOS を生成す るか

ど うか を調 べ た。
【方法】辛味 ダ イ コ ンか らSCN 配糖 体 を精 製 し、　 ESI −TOFMS で その

種 類 を 同定 した。THI313 株の 培養液 に こ のSCN 配 糖体 を 添加 し、
そ の 分解 とCOS 生成 の 有無 を調べ た。
【結果 と考察】辛味 ダ イ コ ン 由来の 抽出液 に含 まれ て い た SCN 配糖
体 は、Siphoflobtecter　sp．　THI313 株 に よ っ て 分解 され、　COS が 気 相

中 に 検 出 さ れ た。THI313株 と 同 属 で あ る SiphoDob．？cter
ヨqURecfarne　 DSM21668 、ア ブ ラ ナ 科 植 物 根 圏 か ら 分 離 さ れ た

Rhizobiuni　ttの 細菌 に お い て も、　SCN 配 糖体 の 分解 と それに 伴 う
COS 発生 がみ られた。以 上 の 結果か ら、　 SCN 配糖体か ら COS を生成

す る 微生物 が 様 々 な 環 境に生 息す る こ とが 示 唆 され た。

そ の 他
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【目的】梅田 川 は仙 台 市 内 の ほ ぼ 中心 部 を流 れ，七 北 田 川 と合流 して

太平 洋に 注 ぐ河川 で ある。梅田 川 に は周 辺
．
市街 地 か らの 汚水 の 流入

が あ り，水質悪化や 環境 汚染が 懸念 されて き た。そ こで ．水 質 と微生

物叢 （特 に細菌叢）の 調査 に よ っ て，梅 田川 の 水環 境の 変 化が 微生

物叢 に どの よ うな影響 を及ぼ して い る の かを分析する こ と を 目的 と

した。
【準備 と方法】梅 田川 流 域 にお い て ．上 流 や 市街地 中心部，中流域2地
点，七 北 田川 との 合流 点の 計 5地点 を調 沓 地 点 に 設定 し，水質調査 の

項 目 と して BOD ．　COD 、　SS，　pH ，栄 養塩類濃度を 測定 した。また．河

川水 か ら微生物 の DNA を抽出 し，　PCR 法 に よ り16S　rRNA 遺伝子 の
一t

部 を増幅 し，制 限 酵素に Alulまた はMspI を用 い た T・RFLP 法 に よ

り，細 菌類の 多様性を解析 した 。
【結 果 と考察】すべ て の 調査地点 に お い て，測 定 した項 目に 差が み ら

れ た。特に ．上 流か ら
．
ド流 に か けて SS値 と栄 養 塩 類濃 度が．　E昇 して

い た。また，T−RFLP 法に よる 解析で は，調査 地点 ご とに TRF （末端
制限 断片）の 長 さ と量 に 違 い が み ら れ た 。以．H の こ と か ら、梅 田川

の 水環境 の 変 化 が 微 生 物 の 多様性 に 大 きな影響 をもた ら して い る こ

とを 理解す る こ とが で きた。
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